
事 業 名 称 農業×ワーケーションによるウェルビーイングプログラム事業  

事業主体 名 遊士屋株式会社 

連 携 先 
クジラ株式会社 
株式会社 YeeY 

対 象 地 域 三重県伊賀市 

事 業 概 要 

空き家を活用したワーケーション施設の利用者と交流人口を増やすことを目

的に、 

・ワーケーション施設の開発 

・ウェルビーイングプログラムの開発・テストイベント実施 

・ウェルビーイングプログラムの PR 

・ウェルビーイングに関するオンラインイベントの開催 

・サイト改修 

を実施した。 

事業の特 徴 

・農業の盛んな地域における交流人口の増加、地域の活性化、空き家の利活用

を促すことを目的とする。 

・心身のウェルビーイングに寄与するプログラムを提供するワーケーション施

設やコンテンツ開発を実施する。 

成 果 

・ワーケーション環境の整備 

・ウェルビーイングプログラムの構築、検証 

・ウェルビーイングに関するオンラインイベントの動画アーカイブ化 

・サイト改修による上記成果の公開 

成果の公表方法 

Web サイトにて、 

・テストイベントの実施報告 

・ウェルビーイングに関するオンラインイベントの動画 

・空き家の利活用前後の模様 

を公開する。 

今後の課題 

・ウェルビーイングプログラムを軸とした訴求 

・ウェルビーイングプログラムの改善 

・ワーケーション、ウェルビーイングプログラムのターゲットの絞り込み 

・農園の繁忙期を考慮したオペレーションの確立 

 

１． 事業の背景と目的 

 これまで三重県伊賀市にて苺の生産から卸売・販売までを一気通貫で行う事業を展開する傍ら、精

神疾患や各種依存症などさまざまな生きづらさを抱えた人に対し、農業を通じて心身の回復・成長を

促し、農作業における就労支援をすることで、当人の社会復帰支援活動を続けてきた。 

 一方、日本の農業は高齢化や担い手不足が進んでおり、農業を継続していくことが困難となってい

る地域が増加している。 

本事業では農業の盛んな地域における交流人口の増加、地域の活性化、空き家の利活用を促すこと

を目的に、心身のウェルビーイングに寄与するプログラムを提供するワーケーション施設やコンテン

ツ開発を実施。長期的には、農業の盛んな地域における交流人口の増加、地域の活性化、空き家の利

活用を促す汎用的なモデルの構築に繋げていく。 

 

完了実績報告書 別添資料３ 



２．事業の内容 

（１）事業の概要と手順 

 農園という環境とワーケーション機能を掛け合わせ、多くの人にウェルビーイングを高める体験を

下記のように提供する。 

  

① ワーケーション施設の開発 

周辺の空き家を調査・利用し、ワーケーション利用者を呼び込むための仕事環境を整える。 

 

② ウェルビーイングプログラムの開発・テストイベント実施 

専門家の協力を得て、農業を通じたウェルビーイングの体験プログラムを開発、テストイベントを実

施。 

 

③ ウェルビーイングプログラムの PR 

ウェルビーイングプログラムの PR を SNS で実施。 

 

④ オンラインイベントの開催 

ウェルビーイングの理解を深めるためのオンラインイベントの開催、アーカイブを SNS にて公開。 

 

⑤ サイト改修 

ウェルビーイングプログラム、④のオンラインイベントについて紹介するページを Web サイト上に追

加する。 

 

▼図 1 取り組みフロー図 

 
 

 

 



▼表 1 進捗状況表 

 

 

▼表 2 役割分担表 

 

 

（２）事業の取組詳細 

① ワーケーション施設の開発 

（i） 空き家の調査 

 農園近辺の空き家の調査をクジラ株式会社に依頼して実施。 

 



▼オリエンテーション 

空き家の調査にあたって、クジラ株式会社と方針をすり合わせる初回オリエンテーションを実施。

以下の内容について確認した。 

・空き家調査の目的の確認 

・活用したい空き家の条件の確認 

・農園周辺の住宅地の情報共有 

 

▼空き家調査 

オリエンテーションにてすり合わせた条件をもとに、空き家の目視での確認と近隣住民および農園

スタッフに聞き込みを実施。合計 5 軒の空き家を把握した。建物の状況などを加味し、1 軒の空き家

活用につながった。 

 

▼写真 1 活用につながった空き家 

 

 

▼写真 2 調査で把握した空き家 



 

（ii）ワーケーション施設 企画・設計 

▼ワーケーション利用者のターゲットの議論 

空き家を活用したワーケーション施設を開発するにあたって、ターゲットとする利用者をゼロベー

スで議論した。農産漁村地域へのワーケーション先としての滞在を望む旅行者が 20 代、30 代に多い

という調査結果を踏まえ、 

・金曜日、土曜日の週末に 1 泊 2泊の利用、または日帰りでの利用 

・伊賀より約 2時間圏内の近畿、中部エリア在住 

・「情報通信業」従事者など、ワーケーション実施率が高い業種 

・立場や金銭的にゆとりが生まれるであろう 20 代後半～30 代 

がターゲットになり得ると仮説を立てた。 

 

▼写真 3 ワーケーション実施についてのクジラ株式会社による参考資料 

 

一方で、ワーケーション利用者にターゲットを絞ると利用者が限定されることから、ウェルビーイ

ングプログラムを目的とした日帰り、宿泊利用も想定することとした。 

 

▼優先順位の整理 

ワーケーション施設としての機能、弊社の予算、受け入れスケジュールを考慮して本年度は、 

・外部、居間、寝室を優先した整備 

・改修は弊社のメンバーによる DIY 

を実施することに決定した。 

 

▼ワーケーション施設の設計 

上記の優先順位を踏まえ、ワーケーション施設のデザインをクジラ株式会社に提案いただいた。 

 

 



▼写真 4 デザイン案 プレゼン資料 

 

（iii）空き家の DIY 

クジラ株式会社に提示いただいたデザイン案と DIY に必要な資材、手順をもとに弊社のスタッフで

DIY を実施。 

 

▼建物外部 

ペンキを用いて塗装し、ポスト、サイン、照明を設置した。 

 

 

 



▼写真 5 建物外部 

 

▼居間 

湿気のある空き家だったため、吸湿性のある漆喰を用いて壁面を左官。床の間はフローリングにし

てワークスペースを設けた。また、畳の表替えを実施した。 

  

▼写真 6 居間 

 

▼寝室 

 居間と同様に吸湿性のある漆喰を用いて壁面を左官。ベッドを新設した。 

 

 

 

 

 

 

 



▼写真 7 寝室 

 

②ウェルビーイングプログラムの開発・テストイベント実施 

（i）ウェルビーイングプログラムの開発 

株式会社 YeeY にウェルビーイングプログラムの開発を依頼した。 

 

▼ウェルビーイングについての説明 

株式会社 YeeY の担当者より、ウェルビーイングの定義、ウェルビーイングの各種効果、ウェルビー

イングを高めるための要素、ウェルビーイング×ワーケーションの事例などの説明を受けた。 

 

▼作業内容のヒアリング 

 弊社農園での取り組みや作業工程について説明し、質問を受けながら作業工程を細分化した。各工

程におけるやりがいや、充実感のある瞬間について議論を重ねた。 

 

表 3 作業工程を細分化した際のリスト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



▼作業とウェルビーイングを高める要素との紐づけ 

ヒアリングで明らかとなった作業工程およびやりがい等に基づき、ウェルビーイングを高める 5つ

の要素との結びつけを行った。 

 

 ▼プログラムの設計 

大阪など都市部からの来訪が多くなることを想定し、移動を踏まえ午前中は遅めの開始となるよう

なプログラム内容とした。 

 

▼表 4 設計したプログラム 

  

（ii）テストイベント実施 

2023 年 1 月にテストイベントの実施を予定していたが、積雪により来訪が困難となったため中止と

した。本事業の実施日程を踏まえ、その後、関係者で以下の内容についてテストを実施。 

 

・プログラムの趣旨説明、PERMA の測定 

・農園全体の案内 / 農福連携や気候変動に関する研究の紹介 

 ・作業 

・作業振り返り、PERMA の測定 

 

参加者の声として、以下のような感想、意見があった。 

「気候変動に対して初めて知ることがたくさんあった。私たちが楽しんでいる日常の食が今後も約

束されたものではないこと、そこに対してアプローチをすることの素晴らしさを感じて、農業に対す

る見方が変わった。その後の農作業にも身が入って、これが Meaning や Engagement なんだと思った。」 

「農福連携と聞いてイメージしていたものと、実際の体験がポジティブな意味で大きく異なってい

ました。品質をあげるためのさまざまな気遣いやこだわりについて教えてもらいながら、他の参加者

や農園の方々と協力して進めていくプロセスがとても心地よかったです。」 

「外は異常に寒かったと思えば、ビニールハウスの中はとても暑かったりと温度変化が大きく、服

装などが難しいと感じた。ウェアの貸与などあると荷物も少なくできるのでありがたい。」 

 

また、ウェルビーイングに対する関心は想定よりも高く、掘り下げた質問などにも答えられるよう

にする必要があった。即効性のある実感を持ち帰ってもらいやすいのでプログラムとして優れている

と感じた。ならびに、1day のプログラム設計では移動を考慮すると実質半日以下になってしまうため、

1泊など滞在型のアプローチが必要だと感じた。 

 

テストイベントの実施を受け、以下の内容にプログラムをブラッシュアップした。 

 



表 5 テストイベントを受けて改善したワーケーションプログラム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▼写真 7 テストイベント時の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▼写真 8 テストイベント時の気候変動に関する研究の紹介資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



▼表 6 PERMA の測定シート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ウェルビーイングプログラムの PR 

 Instagram にてウェルビーイングプログラムの PR につながる広告を出稿した。問い合わせには繋が

らなかったことを踏まえると、「ワーケーション」や「ウェルビーイング」というキーワードに興味、

関心があるなかで、体験が具体的にイメージできることや他の体験プログラムとは異なる独自性を感

じてもらうコミュニケーションが必要と思われる。 

  

▼写真 9 Instagram 広告の画像 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④オンラインイベントの開催 

ウェルビーイングについて理解を深めるオンラインイベントを株式会社 YeeY と実施。イベントのタ

ーゲットとして、ウェルビーイングという言葉を聞いたことはあるが、深く理解していない方に参加

してもらい、理解を深めてもらうことを念頭に置いた。また、ウェルビーイングプログラム参加者の

説明資料として活用できることや、ウェルビーイングプログラムの体験にもつながるような内容とし

た。 



 

▼オンラインイベント内容 

・ウェルビーイングとは 

・幸せと仕事の関係 

・ウェルビーイング×ワーケーションの取組 

 

▼写真 10 オンラインイベントの様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤サイト改修 

 ①～④で実施したプログラムを公開するページを HP に追加し、公開予定。 

 

 

 



▼写真 11 HP 制作時のワイヤーフレーム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（３）成果 

・ワーケーション施設の設計をもとに、1軒の空き家を改修した。 

・ウェルビーイングプログラムの開発を完了した。 

・ウェルビーイングについてのオンラインセミナーを開催し、HP 上で公開予定 

 

３．評価と課題 

・総じてワーケーションならびに、ウェルビーイングプログラムの足掛かりとなる開発を行うことが

できたと考えている。 

・空き家のワーケーション施設としての利活用を行ったが、宿泊場所としての最低限の機能を有する

だけの状態である。今後ワーケーション利用者を呼び込む際、施設単体としての優位性が高くないた

め、施設の魅力を軸とした訴求をするのではなく、ウェルビーイングプログラムを軸とした訴求を行

う必要があると考えられる。 

・天候不良によりテストプログラムが関係者での実施となったため、より多くの人にテストプログラ

ムを体験していただき、プログラムの改善を進める必要がある。 

・ウェルビーイングへの関心は想定していたよりも高く、ニーズを感じた。 

・ワーケーションならびにウェルビーイングプログラムのターゲットの検証が必要である。 

・プログラムの間に仕事をしたいニーズもあるため、事前のスケジュール共有と確認ができるとより

スムーズに効果の高いプログラムが実施できるのではないか。 

・農繁期と重なるとオペレーションの難易度が上がるので、農繁期前に実施→収穫期に成果としての

苺を送るような流れがスムーズかもしれない。 

・「ワーケーション」と「ウェルビーイング」は関心の高いキーワードであるものの、ユーザーに多く

の選択肢の中から本事業を選んでもらうための工夫が必要だと感じた。 

・ウェルビーイングプログラムは冬季の場合、積雪リスクがない時期に実施する。 

 

４．今後の展開 

今後は、ウェルビーイングプログラムのテストイベントを継続して行うことでプログラムの磨き上

げとオペレーションの確立を図ると同時に、ターゲットとニーズの検証を図っていく。ウェルビーイ

ングプログラムの PR においてはプログラムの独自性を訴求していく。また、中長期での滞在や就労型

での滞在の需要もあると感じられることから、中長期・就労型のプログラム設計を実施し、利用者・

交流人口の増加と空き家の活用を目指す。 

 

■事業主体概要・担当者名 

設立時期 2017 年 2 月 

代表者名 宮澤 大樹 

連絡先担当者名 宮澤 大樹 

連絡先 

住所 〒518-0036  

電話 080-1618-5059 

メール daiki@yujiya.co 

ホームページ https://berryjapan.com 

※事業に関してご質問等がある場合は、上記連絡先にご連絡ください。 


